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内部進学者選考試験
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出願時にすでに留学中の者のみ提出。「テレビ会議システム」面接希望者は、以下の内容を確認のうえ、適宜準備をしておくこと。

１．接続環境について
次項で記載する「テレビ会議システム」面接の詳細を確認したうえで、以下についてチェックすること。
	□	①		ビデオ通話が可能な機器（カメラ付きPC またはタブレット）を用意
				してある。
	□	②		Skype等、受験時に利用を希望するテレビ会議システムのアカウント
				を取得してある。
	□	③	面接を予定する場所を確保してある（自宅または留学先大学の個室）。
	□	④		面接を予定している場所で、当該テレビ会議システムの実行に必要な
				インターネット接続環境を確保してある。
	□	⑤	日頃、家族・友人等と当該テレビ会議システムを利用している。
	□	⑥	以下のことを了承している。
			当研究科は、受験者が希望するテレビ会議システムのアプリケーショ
			ンでの受験許可を保証しない。当研究科がアプリケーションを指定す
			る場合もある。
２．「テレビ会議システム」詳細について
（１）試験会場
受験者は、自宅または留学先大学の個室にPC またはタブレットを設置し、試験会場とする（ネットカフェ等の商業施設は不可、携帯電話も不可とする）。
（２）日時
原則として、募集要項に定める試験期日（平日・事務の就業時間中）に、本研究科側の指定する時間に行う。
（３）接続テスト
受験者は、当研究科入試委員会と相談のうえ、面接試験の前日までに、当日と全く同じ接続環境の下で、良好な接続が安定的に得られることを確認するテストを行わなくてはならない。
（４）面接試験当日の注意事項
① 受験者は開始時間 10 分前には着席し、事務との間で接続の最終確認を行う。
② 試験開始後は、受験者以外の者は同室してはならない。
③ 試験開始時に受験者は、WEB カメラ映像によって、同室者がいないこと、受験者の机の上には受験票及び許可された物以外の物がないことを示さなくてはならない。
④ 面接試験成立のためには、面接試験時間中継続して、音声及び映像による良好で安定的な接続が確保されていなくてはならない。
⑤ 接続が充分に「良好」であるかどうかの判断は審査担当教員が行う。「不良」との判断が下された場合、教員は合議の上、いつでも面接を打ち切ることができる。
